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【持ち物】 
帽子、飲み物、双眼鏡・望遠鏡（お持ちの方）
※LTPの望遠鏡等がありますので、望遠鏡等をお
持ちでない方もご覧になれます。 
【申込方法】 
Eメールまたは往復はがきに「住所」「氏名」
「電話番号」「参加希望日」を記入のうえ、ご応
募ください。 
※電話・ファックスでの申込みは受付けておりま
せん。 

Eメール：apply@littletern.net 
住所：〒154-0003
　　　世田谷区野沢4-21-22新田方 
　　　NPO法人 リトルターン・プロジェクト 

【締切り】 
6月18日必着 

【日時】 
6月30日(土)、7月8日(土)　10:00～12:00 
※両日とも大田区と共催です。 
※受付は開始時間の30分前から行います。 

【対象】 
小学校５年生以上
※中学生未満は、保護者の同伴が必要です。

【集合場所】 
東京モノレール「昭和島駅」東口
森ヶ崎水再生センター職員通用門内 
※車でのお越しはご遠慮ください。

【内容】 
営巣地と森ヶ崎鼻干潟の観察

【参加費】 
100円（保険代含） 



●○●○●　２０１２年度屋上営巣地整備作業報告　●○●○●○
�y 昨年度は大震災の影響でボランティアさんを募集しての整備作業は中止となってしまいました
が、今年は自粛ブームも過ぎ、何か活動をしてこそ復興につながるのではないかということで、
森ヶ崎水再生センター東施設屋上コアジサシ営巣地整備作業を行いました。
　 ３月２４日（土）、３月２５日（日）の二日間で延べ、ボランティアさん５７名、大田区から
４名、スタッフ２３名（うちＦＡ５名）の計８４名の参加がありました。２５日には自然環境復
元協会の東京レンジャース様から１８名の参加があり、来年以降も参加、ご協力いただけるという
ことで、今後とも強力な助っ人になっていただけそうです。
　２４日は予報に反してあいにくのお天気となってしまい、寒さに凍えながらの作業となり
昼からの本降りの雨で作業も中止せざるをえませんでした。２５日は晴天の営巣地整備作業日和
となり作業は順調に進み、予定していた作業をすべて終えることができました。

　屋上営巣地整備作業内容
● 屋上営巣地環境改善のための作業
排水口周り及び通路部分の清掃作業（３月は雨も多
く営巣地内が冠水していました。）
営巣地内排水性改善の為に通路側仕切りレンガに排
水口を設けました。
裸地環境を維持するための除草作業（コアジサシに
人気のある区画を中心に行いました。）

● 捕食者対策
切れていたカラス除けの水糸の補修作業（事前のテストに基づき太めの糸を使用しました。）
パイプシェルターの再配置作業（昨年度の台風及び強風によりで多数飛ばされていまし
た。）

　４月に入ってからはスタッフ、関係者で営巣地整備作業の仕上げを行いました。
● ４月８日（日）スタッフ４名で、営巣地基質白化の為のペイント塗装作業を行いました。
　　天然砂利部分の運河側を１８区画ペイント塗装しました。
● ４月１５日（日）鹿島建設様、五洋建設様のご協力のもとスタッフを含め２７名で、富津市水
産加工業協同組合様ご提供の８００袋のバカガイ貝殻を富津より運搬し、屋上に荷揚げして、
営巣地内指定区画に撒きました。

　二日間の作業で、黒い天然砂利部分は一部の比較対象区を残して白っぽくなりました。
● ４月２９日（日）デコイ補修でお世話になっているかしわ環境ステーション様の関連の皆様と
スタッフを合わせ１９名で誘致用コアジサシデコイ設置作業及び誘致音声再生用スピーカーの
設置作業及びコアジサシ誘致音声の再生を行いました。

　すべてを終えコアジサシを迎える準備の整った屋上営巣地には、スピーカーの音とは違う懐かし
い声が「キリッキリッ」と響き、まるで約束をしていたかのようにコアジサシが４羽白く優美に
舞ったのでした。
　 今年も多くの皆様のご協力のもと、無事に森ヶ崎水再生センター東施設屋上コアジサシ営巣地
整備作業を終えることができました。コアジサシ達も帰ってきて、今年こそは無事な繁殖をしてく
れるものと思っています。作業にご協力いただきました皆様、本当にありがとうございました。こ
の場をお借りして御礼申し上げますとともに、これからも末長くご支援とご協力を賜りますようよ
ろしくお願い申し上げます。＜Ｍ．Ｍ＞



コアジサシネットワーク：昨年の成果とこれからの課題

藤田　剛（LTP理事、コアジサシネットワーク事務局）

　 昨年12月の報告会で話しましたように、昨夏、リトルターン・プロジェクトと日本野鳥の会神
奈川支部がコア・グループになりコアジサシネットワーク(以下、コアジサシNW)を立ち上げまし
た。この原稿を書いている５月末、各地からコアジサシ営巣開始のニュースが届いています。この
ネットワークも、無事1才の誕生日を迎えることができそうです。ここでは、この最初の誕生日を
機会に、リトルターン・プロジェクトの皆さんに、昨シーズンの成果を振り返るとともに、この生
まれたばかりのNWのこれからについても、簡単にお話したいと思います。

1. メンバー数と調査地
　 2012年5月31日現在、コアジサシNWのメンバー数は41人です。ただし、この40人には、例
えばリトルターン・プロジェクト関連メンバーのようにグループを代表した方も含まれていますか
ら、コアジサシ情報を集める実質人数はもう少し多くなります。調査地は最北の青森県から最南
の石垣島までの26都府県にわたります。スタート年としては、予想以上の広範囲にわたるネット
ワークの基礎をつくることができました。これも、皆さんのご理解とご尽力があったからだと考
えています。

2. コアジサシ
a. 繁殖期の分布
　 図1は、メンバーの皆さんがデータベース(DB)に入力してくださった情報からつくった、繁殖期
の分布です。保全上などの問題から、詳しい位置はわざと示さず、地域単位(東北、関東、東海、
関西など)で示しています。左の図は巣、右は成鳥の分布です。巣の分布の最北端は石川県で最南
が宮古島、最東が銚子付近で最西はやはり宮古島でした。今回報告されたコロニーで一番大きな
ものは、大阪湾で確認された1,000巣以上のコロニーでした。
　 成鳥の分布は、最北と最東が福島県東岸、最南と最西は宮古島でした。1,000羽以上の成鳥
が、千葉県太平洋岸と大阪湾で観察されています。また、富山、広島、宮崎など営巣の報告がな
い場所でも、成鳥が多数確認されているようです。全体的には、東日本よりも西日本で、コアジサ
シが多く繁殖した可能性もありそうです。



b. 各コロニーでの繁殖状況と捕食者
　報告されたコロニーの中で、幼鳥が飛べるまで育ったのは6か所、繁殖途中まで確認、もしくは
途中で放棄したのは11か所、繁殖しなかったか、確認できなかったのが5か所、詳細が不明な場
所が10か所でした (図2)。
　 また、コアジサシの雛や成鳥を食べた捕食者とし
て、カラス類やカモメ類、イヌ、タヌキ、ネコ、ア
オサギなどの他に、キョウジョシギという報告もあ
りました。観察された方の話では、キョウジョシギ
は、コアジサシの卵に空いた穴から卵の中身を食べ
ていたそうです。この穴をキョウジョシギがあけた
かどうかは不明だそうです。

c. 保全上の脅威
　 2年目の今年、コアジサシ保全上の問題として以下のような脅威が挙げられていました。もう少
し情報が集まった段階で、日本全体ではどのような共通の問題があるのか、そして、それぞれの
地域固有の課題に何があるかなどの情報を整理すると、地域間でどのような協力ができるのかな
どが見えてくるかも知れません。

・自然上の脅威：浸水、地盤沈下、捕食、車などの乗り入れ
・人工的な脅威：工業地・商業地のため繁殖環境が安定しない、捕食(イヌ、ネコ)

3. コアジサシNWのこれからとリトルターン・プロジェクト
　 2年目の今年、私たちは、さらにコアジサシのモニタリング網を充実させて行きたいと考えてい
ます。そのため、調査地や調査員が不足している地域のリストアップを進めるとともに、その地域
を中心とした新メンバーの呼びかけを進めて行きたいと考えています。
　 また、集まりつつあるデータの価値を、より分かりやすく示すため、今年の繁殖シーズンが終
わったあと、今回一部を紹介したようなコアジサシの分布地図をつくるとともに、昨年からの増
減をまとめ、さらに保全上の課題の整理も進めたいと考えています。
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